
らき春秋」などで，歴史上の出来
事や先人の言葉，書籍の文章を
引用しながら，世の中の身近な
テーマを巧みにとらえて，筆者の
考えを述べています。
　筆者をコラムニストとも呼び，各
紙とも１面の下の方に，毎日，掲
載しています。社説が新聞の真
顔と呼ばれるのに対し，コラムは
新聞の笑顔とも呼ばれ，この表
情の違いによって，新聞を選ぶ
人もいるそうです。
　今回は，その１つ，毎日の「余
禄」です。「世界に砂粒はいくつ
ありますか？」など誰もが頭をひ
ねる「世界一『考えさせられる』入
試問題」のおもしろ難問を紹介し
ながら，次年度から始まる新大
学入試制度の問題点を指摘して
います。
　コラムは，身近な話題に触れな
がら，人に話したくなるような豆
知識も得られます。皆さんも，是
非，読んでみてください。皆さん
なら，リンゴをどう説明します
か？
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気になる記事コーナー12

毎日新聞　11月８日（金）の記事

　今回は，２年生の国語科の授業の様子で
す。「自分の世界を伝えよう　～私が気に
なった記事～」という単元の学習で，興味・
関心がある記事を１つ選んで，記事の内容
と記事を読んでの感想を自分なりの言葉で
ワークシートにまとめ，友達に伝えていまし
た。
　ラグビーW杯やNBAの八村選手，障害者
スポーツ大会中止など，スポーツ関連の記
事から，台風の被害や偕楽園の有料化な
ど地域の情報，意外なところでは味噌の量
り売りやすき焼きのたれなど食べ物の記事
と，様々な記事を選んでいました。
　新聞の記事をとおした「自分の思いを自
分の言葉で伝える」という体験が，コミュニ
ケーション力の向上に繋がればと思いま
す。

　皆さんは，新聞各紙に「コラム」と呼ばれ
るコーナーがあるのを知っていますか？朝
日の「天声人語」，読売の「編集手帳」，日
経の「春秋」，東京の「筆洗」，茨城の「いば


